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人事IT基本構想策定
システム導入の難しさ

QUNIEのアプローチ

人事システムを導入・リプレースしたものの・・・・
こんな声をよく聞きませんか？

QUNIEは基本構想策定フェーズにおいて、豊富なプロジェクト経験から築き上げられたノウハウを活かすと共に、貴社
を取り巻く環境や諸条件を十分に考慮する事によって、確実性が高く安定的なプロジェクトの立上げを実現します。

Solution Overview: QUNIE 組織・人材ソリューション

運用フェーズ移行フェーズ
導入・テスト

フェーズ
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STEP4
製品・サービス選定

概
要

 現行業務の全体像を
把握し、解決すべき課
題を整理してTo-Be像
(あるべき姿)を定義する

 システム化における開発
・移行・運用・教育等の
基本方針を決定する

 整理した各種要件を
踏まえ、導入する製品
・サービス、導入ベンダ
ーを決定する

 機能要件、インフラ要
件等、システム構築に
必要な要件を洗い出し
整理する

選定した製品・サービス
を元に、改めて機能要
件を再整理し、要件定
義フェーズ以降の計画を
立案する

主
要
タ
ス
ク

既存資料確認
 トップインタビュー
事例調査
現行課題整理
 To-Be像の定義

 To-BeとAs-IsのGAP
整理

 GAPに対する施策検討
 システム適用範囲の決
定

RFI策定・提示先選定
提示・回収

RFP作成・発送
導入製品・サービスの選
定プロセス・評価基準定
義

提案内容評価・選定
コスト分析
効果測定・リスク分析

業務要件の再整理
機能要件の定義
 インフラ要件の定義
周辺システム連携範囲
の定義

次フェーズ計画書作成

STEP5
次フェーズ計画

STEP3
機能要件整理

STEP2
方針策定

STEP1
現状分析

どうやら
投資対効果が低そう

人事も現場も
有効活用できていない

新年度から利用する
はずが大幅に遅れて
ようやく本稼働・・・

システムがフィットせず
却って人事業務が
煩雑になってしまった

・・・

人事システムを導入したものの、残念なことに、
当初期待した通りにシステムが活用出来てい
ないケースが往々にして発生しています。

多くの場合、そうした状況はシステム構築に
着手する前の基本構想段階において、情報
収集や課題・方針の検討が十分になされて
いないことに起因しています。

QUNIEでは基本構想フェーズをプロジェクト
の命運を左右する非常に重要な局面と捉え、
システム導入を成功に導くための第１ステップ
として力強く支援いたします。

想定以上にコストを要
してしまった‼
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プロジェクト事例

成功に向けたポイント

プロジェクト本来の目的は経営戦略・人事戦略の実現であり、システム導入そのものではありません。
プロジェクト成功に向けて、基本構想策定フェーズでは人事業務や人材の “To-Be像（あるべき姿）” を明確に
定義すると共に、関係者間でシステム導入のゴールに向けた共通認識を持つことが重要となります。

プロジェクトの背景・目的 プロジェクトの効果

グローバル共通人事システムの導入予定に伴い、国内人事関連

システムの見直しが必要となった。既存システムはユーザニーズに応

えるため長年に亘り改修が繰り返されており、保守性や拡張性の

面で課題が山積していた。サービスレベルを維持しつつ保守性と拡

張性を担保した最適なシステムを選定し、実現計画を策定するた

めプロジェクトが発足した。

• 現状の問題点やニーズを抽出し新システム要件を明確にする

• 最適なシステム構成とコストを明確にする

• 実現に向けたロードマップと導入計画を策定する

• グローバル共通システムとの機能分担を調整し、国内システム
に必要な要件を短期間で明確化できた

• 製品選定時に行った製品デモでは、コンサルタントが行った製
品の違いを引き出す質問により、各製品の特長を明確に掴む
ことができた

• 利便性、保守・拡張性、コスト優位性のバランスを考慮した、
最適なシステム構成を見出すことができた

• 業務的にもシステム的にも安全・着実な導入計画を策定する
ことができた

企業概要 医薬品製造業（従業員約7,000名） プロジェクト期間 3か月

プロジェクトの背景・目的 プロジェクトの効果

かねてより複数のシステムに分散していた人材情報を集約し、人材

データベースの構築により個の見える化を推進してきた。今後、これ

らの仕組みとデータを用いてどのような取り組みを行えば人材活用

をより高度化できるのか検討するためプロジェクトが発足した。

• 人材データベースを核としたタレントマネジメントの仕組みの将

来像の策定および主要要件の具体化

• 上記の実現ロードマップや実現計画等の策定

• タレントマネジメントに関する自社の仕組み（制度・施策・プロ
セス・システム等）の成熟度や問題点を客観的に把握すること
で今後必要な対応策が具体化できた

• 今後の取り組み施策を具体化し、その優先順位を評価にした
ことにより着手すべき取り組み課題が明確となった

• システム機能については、人材情報の活用プロセス、情報の利
用者、管理対象者、管理対象データを具体化することで、実
現すべきシステム機能のイメージや要件が明確となった

• 効果的かつ現実的なロードマップと実現計画が策定できた

企業概要 自動車製造業（従業員約12,000名） プロジェクト期間 3か月

現状分析

• 人事規定類

• 人事関連データ

• 現行業務フロー

• 運用マニュアル

• システム関連図

• トップインタビュー

• 現場インタビュー

• ワークショップ

• アンケート

To-Be像の定義 実現手段検討

既存資料の確認に加え、インタビュー等、

様々なアプローチで現状を詳らかにする

To-BeとAs-IsのGAPに対して “システムで

何をどのように解消するか“を明確にする

現行業務やシステムありきではなく、
将来あるべき姿を描き、経営層と合意する

ポイント

課題抽出・優先順位付け

課題感
期待感

競合事例
先進事例

人事戦略経営戦略
etc…

To-Be像
（あるべき姿）

GAP

To-Be（あるべき姿）

As-Is（現状）

明確な
Action

Solution Overview: QUNIE 組織・人材ソリューション


